
■利用成果

空力デバイス付きヘルメットの開発
―エアロパーツで乱流を制御―

■背景と目的

研究・開発機関 　：株式会社オージーケーカブト
利用施設　　　 　：社内設備　PC(corei7 8core)
計算規模　　　 　：１ケース　約40時間～ 70時間
利用ソフトウェア ：ソフトウェアクレイドル SCRYU/Tetra
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●大学の先生方と共同で社内の実験設備を使
い、モックアップを作っては修正しながらの風
洞実験、空力解析を繰り返し行ってきました。

●風洞実験は気温による空気密度の変動な
どにより、データにばらつきがありました。
●モックアップは簡単に作れるものではなく、
開発に数年の単位の年月が掛かっていたこ
ともありました。

○開発時間短縮と経費削減を実現しました。
○シミュレーションと実験の結果はほぼ一致
し、小さい要因変化に対しても信頼できる
解析をできるようになりました。

○空気の流れを可視化(ビジュアル化)するこ
とにより、当社の強みである「オージーケー
カブトといえば空力」を客先にアピールする
ことができるようになりました。

（公財）計算科学振興財団

写真1　オートバイ用ヘルメット（KAZAMI）

図１　空力解析結果の例 (流速分布図 )

図 2　空力デバイス「ウェイクスタビライザー」の効果
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